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最近の業績の動向等を踏まえ、平成 14年 5月 15日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正します。

　　　　　　　　　　      　　記

１．15年  3月期中間業績予想数値の修正（平成 14年  4月  1日 ～ 平成  14年  9月 30日）
(単位：百万円、％)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成 14年  5月 15日 発表） 56,000 △ 2,300 3,000 2,500

今回修正予想(Ｂ) 56,300 △ 4,380 580 210

増減額(Ｂ－Ａ) 300 △ 2,080 △ 2,420 △ 2,290

増減率 0.5% - -80.7% -91.6%

前期（平成 14年 3月期）実績 53,812 △ 6,085 △ 1,220 △ 554

２．15年  3月期連結中間業績予想数値の修正（平成 14年  4月  1日 ～ 平成  14年  9月 30日）
(単位：百万円、％)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成 14年  5月 15日 発表） 80,000 4,000 3,000 1,800

今回修正予想(Ｂ) 78,100 3,960 2,520 740

増減額(Ｂ－Ａ) △ 1,900 △ 40 △ 480 △ 1,060

増減率 -2.4% -1.0% -16.0% -58.9%

前期（平成 14年 3月期）実績 77,722 3,320 3,644 2,407

３．15年  3月期通期業績予想数値の修正（平成 14年  4月  1日 ～ 平成  15年  3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成 14年  5月 15日 発表） 120,000 △ 2,300 8,000 6,000

今回修正予想(Ｂ) 123,000 △ 8,600 2,800 1,800

増減額(Ｂ－Ａ) 3,000 △ 6,300 △ 5,200 △ 4,200

増減率 2.5% - -65.0% -70.0%

前期（平成 14年 3月期）実績 105,681 △ 11,668 △ 1,375 △ 867

４．15年  3月期連結通期業績予想数値の修正（平成 14年  4月  1日 ～ 平成  15年  3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成 14年  5月 15日 発表） 160,000 11,000 10,000 6,500

今回修正予想(Ｂ) 153,500 8,000 6,500 1,800

増減額(Ｂ－Ａ) △ 6,500 △ 3,000 △ 3,500 △ 4,700

増減率 -4.1% -27.3% -35.0% -72.3%

前期（平成 14年 3月期）実績 152,057 6,190 9,965 6,320

業績予想の修正に関するお知らせ



5．平成15年3月期中間期および通期の業績予想を修正する理由は以下の通りであります。

　
　当中間期における連結業績は、民生機器向けの販売が比較的好調に推移しましたが、情報通
信機器市場が、期初に想定した水準まで立ち上がらなかったことから、売上高は期初予想を下
回る見込みです。これに対して全力を挙げてコストダウンに取り組んだ結果、営業利益について
はほぼ期初予想値を達成すると見ております。しかし、経常利益については、主に期中および期
末における為替変動の影響により期初予想を下回る見込みです。また、中国などを中心として、
セットメーカーの海外生産シフトが加速し市場状況が変化する中で、当社も販売体制の見直しや
市場の変化を意識した生産バランスをとることを進めていますが、期初予想以上の単独業績の
不振により、結果的に税務負担増となり純利益は期初予想を下回る見込みです。
　単独業績につきましては、情報通信機器向け商品の不振を他の商品群の販売拡大で補ったこ
とにより、売上高については期初予想のレベルを達成する見込みです。しかし、プロダクトミック
スの変化や競争激化による値下げ圧力などにより、営業利益は期初予想を下回る見通しです。
それに加えて期中の為替変動の影響もあり、経常利益および純利益についても期初予想を下
回る見込みです。

　下期につきましても、市場の状況については大きな改善は見られず、為替レートも上期に比較
して円高で推移すると予想されることから、通期の売上高、利益ともに期初の予想を下回ること
が避けられないと判断し、連結・単体の期初予想を上記のように修正いたします。
　なお、為替レートは期初公表値の1US$＝１２５円に対して、中間期は約１２５円と見込んでおり
ますが、下期は１US$＝１２０円と想定しております。

＜業績予想に関する注意事項＞
　この資料に記載されております業績予想数字につきましては、現時点で得られた情報に基づ
いて算定しておりますが、多分に不確定な要素を含んでおります。従いまして、実際の実績は、
業績の変化等により、この資料に記載されている予想とは大きく異なる場合がありますことをご
承知おきください。


